
　　　　　はスポーツ系の習いごと

資料：笹川スポーツ財団「4～11歳のスポーツライフに関する調査」2017

【表7-2】 習いごとの内容（4～11歳） （性別×就学状況別：複数回答）

未就学児 （n=143） 小学1・2年 （n=148） 小学3・4年 （n=198） 小学5・6年 （n=243）

順
位

順
位

順
位

順
位

女　　子

水泳（スイミング） 

ピアノ 

英会話 

体操 

学習塾 

バレエ（ダンス） 

習字 

ダンス 

絵画 

書き方 

空手 

サッカー 

そろばん 

体育クラブ、スポーツ教室 

1

2

 
3

 

5

7

9

22.4

20.3

7.7

7.7

4.2

4.2

2.1

2.1

1.4

1.4

1.4

1.4

1.4

1.4

ピアノ 

水泳（スイミング） 

英会話 

習字 

バレエ（ダンス） 

学習塾 

そろばん 

体操 

絵画 

ヒップホップダンス 

1

2

3

4

5

6

7

8

9

34.5

27.7

12.2

10.8

9.5

8.8

6.8

3.4

2.0

2.0

ピアノ 

習字 

水泳（スイミング） 

英会話 

学習塾 

そろばん 

ヒップホップダンス 

体操 

バレーボール 

空手 

バレエ（ダンス） 

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

25.3

24.2

23.7

14.1

13.1

8.1

4.5

4.0

3.0

2.5

2.5

学習塾 

ピアノ 

習字 

英会話 

水泳（スイミング） 

そろばん 

テニス 

バレーボール 

バスケットボール 

体操 

1

2

3

4

5

6

8

9

10

25.1

24.3

18.5

15.6

14.4

8.2

8.2

5.3

4.5

3.7

未就学児 （n=162） 小学1・2年 （n=174） 小学3・4年 （n=219） 小学5・6年 （n=271）

順
位

順
位

順
位

順
位種 目 種 目 種 目 種 目％ ％ ％ ％

種 目 種 目 種 目 種 目％ ％ ％ ％

男　　子

水泳（スイミング） 

英会話 

体操 

学習塾 

ピアノ 

サッカー 

習字 

ヒップホップダンス 

空手 

そろばん 

1

2

4

5

6

7

8

 
9

24.7

12.3

12.3

5.6

4.9

4.3

2.5

1.9

1.2

1.2

水泳（スイミング） 

英会話 

学習塾 

サッカー 

体操 

習字 

ピアノ 

空手 

野球 

絵画 

そろばん 

1

2

 
3

 
5

6

7

8

9

 
10

32.8

15.5

12.6

12.6

8.0

7.5

6.3

5.7

2.9

2.3

2.3

水泳（スイミング） 

学習塾 

サッカー 

英会話 

習字 

野球 

そろばん 

空手 

体操 

バスケットボール 

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

34.7

20.5

19.6

10.0

9.1

8.7

7.3

6.4

5.9

5.5

学習塾 

水泳（スイミング） 

サッカー 

野球 

英会話 

習字 

バスケットボール 

ピアノ 

空手 

そろばん 

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

24.4

20.7

15.9

13.3

12.5

8.5

7.7

5.2

4.4

4.1

　12～21歳を対象に、過去1年間に運動・スポーツ活
動の手伝いや世話など、スポーツ活動を支えるボランティ
ア活動（スポーツボランティア）を行ったことがあるかをた
ずねた。図8-1にスポーツボランティア実施率の年次推
移を示した。今回の2017年調査で「ある」と回答した者

8 スポーツボランティア

スポーツボランティア実施状況8-1

20（%）

【図8-2】 スポーツボランティア実施率（12～21歳：全体・性別・学校期別）
資料：笹川スポーツ財団「12～21歳のスポーツライフに関する調査」2017
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男　子 （n=852）

全　体 （n=1,634）
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17.617.6
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11.111.1

15.715.7

13.513.5

【図8-1】 スポーツボランティア実施率の年次推移（12～21歳）
注） 2005年～2015年は「10代のスポーツライフに関する調査」の12～19歳を分析対象とした

資料：笹川スポーツ財団「12～21歳のスポーツライフに関する調査」2017
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は全体の13.5％であり、わが国の12～21歳のスポーツ
ボランティア人口は159万人と推計できる。2005年調
査からの推移をみると、14％前後で横ばいとなっている。
　図8-2には性別と学校期別に示した。まず性別にみる
と「ある」と回答した者の割合は男子が15.7％、女子が
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【表8-1】 スポーツボランティアの実施内容（12～21歳）（学校期別・レベル別：複数回答）
（％）

スポーツの指導や指導の手伝い

スポーツの審判や審判の手伝い

スポーツイベントの手伝い

資料：笹川スポーツ財団「12～21歳のスポーツライフに関する調査」2017

中学校期
（n=66）
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（n=84）
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勤労者
（n=19）

レベル0
（n=8）

レベル1
（n=17）

レベル2
（n=37）

レベル3
（n=42）

レベル4
（n=117）

31.0 

45.2 

47.6 

24.3 

32.4 

43.2 

35.3 

35.3 

47.1 

12.5 

25.0 

37.5 

57.9 

36.8 

15.8 

31.4 

35.3 

47.1 

16.7 

48.8 

50.0 

21.2 

57.6 

45.5 

23.1 

55.6 

44.4 

内　　容

スポーツイベントの
手伝い

60（%）

【図8-5】 スポーツボランティアの実施内容（12～21歳）（全体・性別：複数回答）
資料：笹川スポーツ財団「12～21歳のスポーツライフに関する調査」2017

0 20 40

スポーツの審判や
審判の手伝い

スポーツの指導や
指導の手伝い

（n=221）

（n=134）

（n=87）

全体

男子

女子

（n=221）

（n=134）

（n=87）

全体

男子

女子

（n=221）

（n=134）

（n=87）

全体

男子

女子

47.147.1

43.343.3

44.844.8

35.635.6

54.554.5

47.147.1

24.124.1

26.126.1

25.325.3

労者が57.9％で最も高く、続いて大学期が31.4％と続
く。「審判」は中学校期57.6％、高校期48.8％と高く、「イ
ベント」は中学校期、高校期、大学期で45％以上となる
など、学校期による実施内容の特徴がみられる。
　運動・スポーツ実施レベル別にみると、「指導」は「レ
ベル1」の実施率が35.3％で最も高い。「審判」は「レベ
ル2」から「レベル4」まで、レベルが上がるにつれて実施
率が高くなっている。「イベント」は「レベル0」の実施率
が37.5％で低く、「レベル1」から「レベル4」ではほぼ同
水準であった。

　過去1年間にスポーツボランティアを行ったことが「あ
る」と回答した者を対象に、その具体的な内容を複数回
答でたずねた。図8-5に示す全体をみると「スポーツの
審判や審判の手伝い」（以下、「審判」）が47.1％で最も
高く、次いで「スポーツイベントの手伝い」（以下、「イベ
ント」）44.8％、「スポーツの指導や指導の手伝い」（以下、
「指導」）25.3％であった。
　性別にみると、「審判」と「指導」は男子が高く、「イベ
ント」は女子が高い。
　表8-1には、学校期別とレベル別にスポーツボランティ
アの実施内容を示した。学校期別にみると、「指導」は勤

スポーツボランティアの内容8-2

20（%）

【図8-3】 スポーツボランティア実施率（12～21歳：性別×学校期別）
資料：笹川スポーツ財団「12～21歳のスポーツライフに関する調査」2017
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14.014.0

〈女子〉

〈男子〉

（n=92）勤 労 者

大 学 期 （n=185）

高 校 期 （n=239）

中学校期 （n=241）

勤 労 者 （n=117）

大 学 期 （n=178）

高 校 期 （n=239）

中学校期 （n=301）

5.4

16.716.7

10.0

12.0
19.1

18.418.4

30（%）

【図8-4】 スポーツボランティア実施率（12～21歳：レベル別）
資料：笹川スポーツ財団「12～21歳のスポーツライフに関する調査」2017

0 10 20

6.66.6

26.226.2

13.113.1

11.011.0

3.03.0

レベル4 (n=447)

レベル3 (n=321)

レベル2 (n=337)

レベル1 (n=259)

レベル0 (n=270)

11.1％であり、男子の方がスポーツボランティア実施率
は高い。
　次に学校期別にみると、スポーツボランティア実施率
は高校期で17.6％と最も高く、続いて大学期14.0％、中
学校期12.2％、勤労者9.1％であった。
　図8-3には、性別・学校期別にスポーツボランティア実
施率を示した。男子は大学期が19.1％と最も実施率が
高く、次いで高校期18.4％、中学校期14.0％、勤労者

12.0％であった。女子では、高校期の実施率が16.7％
と最も高く、中学校期10.0％、大学期9.2％、勤労者5.4％
と続いた。男女で比較すると大学期では9.9ポイント、勤
労者では6.6ポイントの差がみられた。
　図8-4に示す運動・スポーツ実施レベル別にみると、
「レベル0」3.0％、「レベル1」6.6％、「レベル2」11.0％、
「レベル3」13.1％、「レベル4」26.2％と、レベルが上が
るにつれてスポーツボランティア実施率も高くなる。
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【表8-1】 スポーツボランティアの実施内容（12～21歳）（学校期別・レベル別：複数回答）
（％）

スポーツの指導や指導の手伝い

スポーツの審判や審判の手伝い

スポーツイベントの手伝い

資料：笹川スポーツ財団「12～21歳のスポーツライフに関する調査」2017
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【図8-5】 スポーツボランティアの実施内容（12～21歳）（全体・性別：複数回答）
資料：笹川スポーツ財団「12～21歳のスポーツライフに関する調査」2017
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労者が57.9％で最も高く、続いて大学期が31.4％と続
く。「審判」は中学校期57.6％、高校期48.8％と高く、「イ
ベント」は中学校期、高校期、大学期で45％以上となる
など、学校期による実施内容の特徴がみられる。
　運動・スポーツ実施レベル別にみると、「指導」は「レ
ベル1」の実施率が35.3％で最も高い。「審判」は「レベ
ル2」から「レベル4」まで、レベルが上がるにつれて実施
率が高くなっている。「イベント」は「レベル0」の実施率
が37.5％で低く、「レベル1」から「レベル4」ではほぼ同
水準であった。

　過去1年間にスポーツボランティアを行ったことが「あ
る」と回答した者を対象に、その具体的な内容を複数回
答でたずねた。図8-5に示す全体をみると「スポーツの
審判や審判の手伝い」（以下、「審判」）が47.1％で最も
高く、次いで「スポーツイベントの手伝い」（以下、「イベ
ント」）44.8％、「スポーツの指導や指導の手伝い」（以下、
「指導」）25.3％であった。
　性別にみると、「審判」と「指導」は男子が高く、「イベ
ント」は女子が高い。
　表8-1には、学校期別とレベル別にスポーツボランティ
アの実施内容を示した。学校期別にみると、「指導」は勤

スポーツボランティアの内容8-2
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【図8-3】 スポーツボランティア実施率（12～21歳：性別×学校期別）
資料：笹川スポーツ財団「12～21歳のスポーツライフに関する調査」2017
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【図8-4】 スポーツボランティア実施率（12～21歳：レベル別）
資料：笹川スポーツ財団「12～21歳のスポーツライフに関する調査」2017
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は高い。
　次に学校期別にみると、スポーツボランティア実施率
は高校期で17.6％と最も高く、続いて大学期14.0％、中
学校期12.2％、勤労者9.1％であった。
　図8-3には、性別・学校期別にスポーツボランティア実
施率を示した。男子は大学期が19.1％と最も実施率が
高く、次いで高校期18.4％、中学校期14.0％、勤労者

12.0％であった。女子では、高校期の実施率が16.7％
と最も高く、中学校期10.0％、大学期9.2％、勤労者5.4％
と続いた。男女で比較すると大学期では9.9ポイント、勤
労者では6.6ポイントの差がみられた。
　図8-4に示す運動・スポーツ実施レベル別にみると、
「レベル0」3.0％、「レベル1」6.6％、「レベル2」11.0％、
「レベル3」13.1％、「レベル4」26.2％と、レベルが上が
るにつれてスポーツボランティア実施率も高くなる。
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100（%）

【図8-6】 スポーツボランティアに伴う楽しさ（12～21歳：全体・性別・学校期別）
資料：笹川スポーツ財団「12～21歳のスポーツライフに関する調査」2017
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【図8-7】 スポーツボランティアに伴う楽しさ（12～21歳：レベル別）
資料：笹川スポーツ財団「12～21歳のスポーツライフに関する調査」2017
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　過去1年間にスポーツボランティアを行ったことが「あ
る」と回答した者を対象に、実施のきっかけをたずねた。
表8-2に示す全体をみると「先生や指導者に言われたか
ら」が64.7％で最も高かった。次いで「自分でやりたいと
思ったから」24.9%、  「友だちに誘われたから」12.7％と
なっている。

　性別にみると、「先生や指導者に言われたから」は男
子67.2％、女子60.9％で男子の方が高く、「自分でやり
たいと思ったから」は男子24.6％、女子25.3％でわずか
に女子が高い。「友だちに誘われたから」は男子12.7％、
女子12.6％で大きな差はみられなかった。

スポーツボランティアのきっかけ8-3

【表8-2】 スポーツボランティアのきっかけ（12～21歳：全体・性別）
（％）

先生や指導者に言われたから

家族に言われたから

自分でやりたいと思ったから

友だちに誘われたから

覚えていない

資料：笹川スポーツ財団「12～21歳のスポーツライフに関する調査」2017

全　体
（n=221）

男　子
（n=134）

女　子
（n=87）
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67.2 

3.7 
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12.7 

6.7 

64.7 

3.6 

24.9 

12.7 

5.4 

内　　容

　学校期別では大学期と勤労者で「楽しかった」と回答
した者が5割を超えている。特に、大学期では「どちらか
というと楽しくなかった」「楽しくなかった」の割合が他の
学校期と比較して低い。
　図8-7には、レベル別の結果を示した。「楽しかった」
と回答した者が最も多いのは「レベル2」64.9％であり、
次いで「レベル1」64.7%、「レベル0」62.5%であった。

　過去1年間にスポーツボランティアを行ったことが「あ
る」と回答した者を対象に、実施した活動は楽しかったか
どうかをたずねた。図8-6に示す全体をみると、「楽しかっ
た」46.6％、「どちらかというと楽しかった」45.2％と、こ
れらの割合を合わせた『楽しかった』の割合は9割を超え
ている。
　性別にみると、「楽しかった」と回答した者は、男子に
比べて女子の方が12.2ポイント高い。

スポーツボランティアに伴う楽しさ8-4

　今後、スポーツボランティアをやってみたい、または続
けたいと思うかをたずねた。図8-8に示す全体をみると
「非常にそう思う」9.4％、「ややそう思う」32.6％、「あま
りそう思わない」30.4％、「まったくそう思わない」13.8％、

「わからない」13.8％であった。『そう思う』（「非常にそう
思う」＋「ややそう思う」）の割合は42.0％と、4割以上の
青少年がスポーツボランティアの実施を希望している。
　性別にみると、男子は「非常にそう思う」8.0％、「やや

スポーツボランティアの実施希望8-5

そう思う」31.0％、女子は「非常にそう思う」10.9％、「や
やそう思う」34.3％であり、女子が男子をわずかに上回る。
　学校期別にみると、中学校期が「非常にそう思う」
10.9％、「ややそう思う」36.6％と最も高く、次いで高校
期、大学期、勤労者であった。
　図8-9には、レベル別にスポーツボランティアの実施希

望率を示した。「レベル0」21.1％、「レベル1」30.6％、「レ
ベル2」44.2％、「レベル3」46.9％、「レベル4」55.8％と、
レベルが上がるにつれて実施希望率も増加する。特に、
「レベル4」では半数以上がスポーツボランティアの実施
を希望しており、積極的に運動・スポーツを行っている者
ほどスポーツボランティアへの関心も高い。
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【図8-6】 スポーツボランティアに伴う楽しさ（12～21歳：全体・性別・学校期別）
資料：笹川スポーツ財団「12～21歳のスポーツライフに関する調査」2017
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【図8-7】 スポーツボランティアに伴う楽しさ（12～21歳：レベル別）
資料：笹川スポーツ財団「12～21歳のスポーツライフに関する調査」2017
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【表9-1】 ローレル指数（4～11歳：全体・性別×就学状況別）
（％）

100未満

100以上110未満

110以上120未満

120以上130未満

130以上140未満

140以上150未満

150以上160未満

160以上

平均値

小学5・6年
（n=236）

7.2 

19.5 

27.5 

23.3 

13.1 

4.7 

2.5 

2.1 

120.2 

小学3・4年
（n=194）

3.1 

14.4 

24.7 

24.7 

17.0 

9.8 

4.1 

2.1 

124.7 

小学1・2年
（n=140）

3.6 

11.4 

18.6 

23.6 

19.3 

10.0 

7.1 

6.4 

128.9 

未就学児
（n=135）

2.2 

2.2 

9.6 

15.6 

15.6 

17.0 

23.0 

14.8 

142.6 

小学5・6年
（n=267）

3.4 

15.4 

24.0 

25.5 

12.4 

8.2 

4.1 

7.1 

126.2 

小学3・4年
（n=212）

3.3 

13.7 

21.7 

23.6 

18.9 

11.3 

3.3 

4.2 

126.2 

小学1・2年
（n=167）

4.8 

7.2 

17.4 

28.1 

22.2 

9.6 

6.0 

4.8 

128.4 

未就学児
（n=154）

2.6 

1.9 

7.1 

18.8 

18.2 

21.4 

15.6 

14.3 

140.2 

全　体
（n=1,518）

3.9 

11.7 

20.0 

23.3 

16.6 

10.8 

7.1 

6.7 

128.6 

ローレル指数

資料：笹川スポーツ財団「4～11歳のスポーツライフに関する調査」2017
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【図8-8】 スポーツボランティア実施希望率（12～21歳：全体・性別・学校期別）
資料：笹川スポーツ財団「12～21歳のスポーツライフに関する調査」2017
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注） 今後、スポーツボランティアをやってみたい、または続けたいと思うかに対する回答
     「非常にそう思う」および「ややそう思う」を合計した割合

【図8-9】 スポーツボランティア実施希望率（12～21歳：レベル別）
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「肥満」の判定基準である160以上の割合は6.7％、100
未満の「やせすぎ」は3.9％であった。
　性別・就学状況別にみると、男子の平均値は小学1･2
年128.4、小学3･4年126.2、小学5･6年126.2であり、
小学校期ではいずれの学年も「120以上130未満」の割
合が最も高い。「肥満」の割合は小学5・6年で7.1％と
他の学年よりも高くなっている。女子の平均値は、小学

　4歳～11歳を対象に、身長と体重からローレル指数
（RI: Rohrer's  index）を算出し、平均値と分布割合を
調べた。ローレル指数の判定基準は、160以上を「肥
満」、140付近が「標準」、100未満を「やせすぎ」として
いる。
　表9-1に示す全体をみると、平均値は128.6であった。
分布の割合は「120以上130未満」が23.3％と最も高く、
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ローレル指数9-1

【表9-2】 ローレル指数（4～11歳：頻度群別）
（％）

100未満

100以上110未満

110以上120未満

120以上130未満

130以上140未満

140以上150未満

150以上160未満

160以上

平均値

高頻度群
（n=724）

2.8

13.0

20.3

22.7

15.3

11.3

6.6

8.0

129.4

中頻度群
（n=495）

3.6

10.7

21.6

22.8

18.4

9.9

8.1

4.8

127.9

低頻度群
（n=270）

5.9

9.3

17.4

26.3

16.3

11.5

7.4

5.9

128.5

非実施群
（n=29）

17.2

20.7

6.9

17.2

20.7

6.9

0.0

10.3

124.7

ローレル指数

資料：笹川スポーツ財団「4～11歳のスポーツライフに関する調査」2017
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